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１ はじめに 
 敬語表現への自動変換システムはビジネスの場

でとても利便性のあるものである。既存研究の中

には、文章全体から「相手」や「場」のレベルと

文単位の主語の取得を行い、敬語の種類を決定す

る変換モデルの提案[1]や、動詞のみに着目し敬語

に換言するもの[2]があるが、文中の人物の上下関

係を考慮して敬語表現に正しく変換できない等の

問題点がある。 
 本研究では係り受け解析を行うことによって、

文中に複数の主語が出てきた場合でも、人物の上

下関係を明らかにし、各主語に対応した動詞をそ

れぞれ適切な敬語表現に換言することができるよ

うなシステムを構築した。さらに「取得できなか

った主語の補完」を行うことによりシステムの性

能向上を図った。 
本稿ではこれらの手法を用いて構築したシステ

ムの各モジュールと評価実験について述べる。 
 
２ 情報抽出と属性付与 
 本研究で構築したシステムの流れは図１のよう

になっている。ビジネス文書と文書の送り手、送

り先の人物情報をシステムに入力すると、敬語表

現に変換された文書が出力される。ここで送り手

と送り先の人物情報である「名前」と「役職」を

入力するのは、文中から人物間の上下関係を取得

した際、より正確に人物に情報を付与する為であ

る。 

 
図１ システムの流れ 
 

２．１ 基本情報の抽出 
 まず文から動詞、名詞、係り受け関係等の基本

情報を取得する為に係り受け解析器 Cabocha を

用いる[3]。 
 ここで取得した係り受け関係を用いることによ

り、重文等における複数の述語のそれぞれに対し

て、主語を特定することを可能にした。以下に、

ある入力文を Cabocha で解析した時、出力される

文構造と係り受け関係の例を図２に挙げる。 
 

 
図２ 入力文の係り受け関係例 

 
 文節３と文節６は動詞が含まれる為、動詞節と

呼ぶ。各動詞節の主語を特定する際の候補となる

文節は、「各動詞節の係り元の文節」である。つま

り「動詞節３」の主語を特定する段階で考慮する

文節は、係り元の文節「文節２」であり、「動詞節

６」の場合は「文節４」と「文節５」である。 
 
２．２ 人物情報の取得 
 本システムでは以下のようなアルゴリズムを用

いて文中の人物についての情報を取得する。 
 
①文を文節ごとに区切る 
②助詞の主格「は」「が」「も」、所有・目的格

「を」「の」「と」「に」「へ」「まで」が付随

している単語を抽出 
③EDR 概念辞書[4]を用いて、抜き出した単語

が人間を表す単語であるかどうかを判定 
④人間と判定できた単語を我々が用意した「自

分辞書」と「相手辞書」、始めに入力した送

り手と送り先の情報と照合 
⑤文中に出てきた人物を 
自分 or 相手 or 第三者と表記してまとめる 

 
 ここで「自分」や「相手」等と表記をまとめる

のは、人物の情報を整理し、のちに敬語の種類を

決定する段階で用いる為である。 
 
２．３ 尊敬の度合いと地位レベルの取得 
 人物に役職や敬称が付随していた場合、人物に

尊敬の度合いと地位レベルを付与する。表１で示

すように、尊敬の度合いを３段階に分類し、度合

いによって尊敬語、謙譲語の変換を使い分ける。 
表１ 地位レベル(一部) 
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 度合い３がもっとも丁寧な敬語へと変換される

ようになっている。地位レベルとは人物間におけ

る上下関係のことであり、敬語の種類を特定する

際に用いられ、人物に付与された数字が大きい方

が目上の人物にあたる。 
 
３ 動詞の主語特定 
 動詞の主語特定においては、文の係り受け関係

を用いる。動詞の係り元の節で助詞の主格「は」、

「が」、「も」が付随している単語が人間であれば、

その単語を動詞の主語と特定する。以下の例１で

例を示す。 
 
例１：私は/部長に/言いました。 

   （“私は”は“言いました。”に係っている） 
⇒“言いました。”の主語は“私”と特定 

 
 日本語という言語は主語が度々省略される言語

であり、この段階を終えても主語が特定できてい

ない動詞があった場合、各種の言語的要素を用い、

主語の補完を行う。 
 補完に係わる言語的要素として、「非人間動詞」、

「推量・様子・伝聞」、「助述表現の語彙的特性」、

「内部感情を表す形容詞・形容動詞」、「格に関す

る特性」という５つの規則を用いて主語を補完す

る。 
 
３．１ 非人間動詞 
 主語が人間になりえない動詞は尊敬語・謙譲語

に変換する必要が無い為、主語の取得ができなか

った動詞が「主語が人間になりえない動詞」（以後、

本稿では非人間動詞と呼ぶ）であるかどうかを判

定する。 
判定は文献[2]を参考に、EDR 辞書内にある日本

語動詞共起パターン副辞書の表層格情報を利用し、

ガ格になる名詞の意味素性が“人間”でない動詞

を非人間動詞とする。非人間動詞と判定された場

合、主語を補完せず動詞を丁寧語に変換する。次

に非人間動詞の例を例２で示す。 
 
例 2：沸騰する、故障する 

 
３．２ 推量・様子・伝聞 
 主語の取れなかった動詞に推量、様子、伝聞を

意味する表現が使われている場合、一部の例外を

除き、自分が主語にはなり得ないと考えられる。 
推量、様子、伝聞を意味する表現が動詞の直後

にある場合、予め用意してある「推量・様子・伝

聞表現リスト」と照らし合わせ、動詞の“主語 = 相
手 or 第三者”として補完する。以下の図３で“推

量、様子、伝聞を意味する表現の一覧”を示す。 

 
図３ 推量、様子、伝聞を意味する表現の一覧 

例３：海外に行くらしい、開業するそうだ 
 
３．３ 助述表現の語彙的特性 
日本語のある助述表現（文末表現）には、「誰々

が」「誰々に」という情報が含まれている為、省略

を補完するための機能が含まれている[5]。一部の

例外を除き、“主語 = 自分”と補完できるものと、

“主語 = 相手 or 第三者”に補完できるものがあ

る。こちらも予め用意してあるリストと照らし合

わせ、補完を行う。以下の図４と図５で“助述表

現の一覧”を示す。 
 

 
図４ 主語 = 自分 と補完できる助述表現の一覧 

 

 
図５ 主語 = 相手 or 第三者 と補完できる 

助述表現の一覧 
 
３．４ 内部感情を表す形容詞・形容動詞 
 日本語の内部感情を表す形容詞、形容動詞は、

その主語として話し手自身、つまり自分しかとり

得ない[6]。このことより、内部感情を表す形容詞、

形容動詞の主語が省略されている場合、“主語 = 
自分”として補完する。判定は予め用意してある

“内部感情を表す形容詞・形容動詞リスト”を用

いる。 
 内部感情を表す形容詞、形容動詞リストは日本

語語彙大系[7]にある、用言意味属性体系の「心的

状態」から抽出し、リストを作成した。 
例４：楽しい、悲しい 

３．５ 格に関する特性 
 1 つの用言の複数の格に同じ人名が入ることは

稀である為[8]、文中の表層格（ヲ格、ノ格、ト格、

ニ格、ヘ格、マデ格）にある人物は動詞の主語と

して補完できないよう制限する。ただし、第一人

称の場合は複数の格に使われる場合が比較的に多

いので、この規則は“相手”もしくは“第三者”

に限定する。 
 
３．６ 補完の流れ 
 上記５つの性質を利用し、複数の補完候補を１

つに絞る。ここではスロットを用意し、各々のモ

ジュールで得られた主語補完候補によって、補完

する主語のスロットに“１”、補完すべきでない主

語のスロットには“０”を入力する（“－”は初期

値を示す）。これを規則ごとにすべて行い、各スロ

ットの主語候補毎に AND 演算を行いスロットの
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最終状態を決める。最後はそのスロットを左から

探索し、最初の“１”の場所に応じた主語を補完

することとする。以下の図６で例を示す。 
 

 
図６ 補完の流れ(一例) 

 
 ５つの規則を適用した結果、候補が複数あった

場合、下記の優先順位で主語を補完する。もし候

補が無い場合は主語を自分とする。 

（非人間＞）自分＞相手＞第三者 

準備実験を行い考察した結果、非人間動詞が正

しい判定をする確度がもっとも高く、またビジネ

ス文書では第一人称が圧倒的に省略されることが

多い（約 8 割）ことが分かった。さらに、次いで

相手、第三者という傾向が見られたので、上記の

ように優先順位を決定した。 
 
４ 敬語表現への換言 
 これまでに得た情報を用い、動詞がどの種類の

敬語に変換されるかを特定した後、文を敬語表現

へと変換していく。 
 
４．１ 敬語の種類とレベル判定 
 以下の手順で敬語の種類とレベルを決定する。 

②� 詞の主語を確認 
②送り手（自分）と送り先（相手）との間の上下

関係に応じて敬語の種類を特定 
③尊敬の度合いに応じて敬語レベルを特定 
④動詞に敬語の種類とレベルを属性として付与 

 本研究では敬語の種類を「尊敬語」「謙譲語」「丁

重語」「丁寧語」の４つに定めた。既存研究[1]で
は丁重語を使用しなかったのに対し、本研究で新

たに「丁重語」を加えた理由は、謙譲表現をより

正確にする為である。動詞がどの種類の敬語に変

換されるかは、以下の条件を元に決定する。 

●尊敬語へ変換 
・(主語＝相手)and(相手＞自分)  
・(主語＝第三者)and(第三者＞(自分 and 相手)) 

●謙譲語へ変換 
・(主語＝自分)and(相手＞自分) 

●丁重語へ変換 
・(主語＝第三者)and((自分 and 第三者)＜相手) 

●丁寧語へ変換 
・尊敬レベル０、謙譲レベル０ 
・主語が取得できていない 

Ａ＞Ｂの表記は人物Ａの地位レベルが人物Ｂよ

り上であることを表す。尊敬の度合いに応じて尊

敬語、謙譲語に敬語レベルを付与する。ここで参

照する尊敬の度合いは、「相手」に付与されている

尊敬の度合いである。「相手」に付与されている尊

敬の度合いが１であれば、尊敬語レベル１あるい

は謙譲語レベル１と決定する。丁重語、丁寧語に

ついては、尊敬の度合いによって使い分ける必要

がないので、敬語レベルを付与しない。 
 
４．２ 動詞の敬語表現への換言 
 動詞に付与された「敬語の種類とレベル」情報

を参照し、動詞を敬語表現へと換言する。動詞の

変換は二つのパターンに分かれる。 
 
a.特殊変換 
 「言う」等の動詞は単語自体が「おっしゃる」

等に変化する為、予めリストを用意し、リスト内

の動詞であれば対応する変換を行い、活用形、活

用の仕方に応じ語尾も変化させる。その際、変換

後の単語の活用形を用いる。なお、丁重語は全て

この特殊変換にあたる。以下の表２に尊敬語特殊

変換リストの一部を示す。 
 

表２ 尊敬語特殊変換リスト(一部) 

 
 
b.規則変換 
 特殊変換を行う動詞以外は、表３のルールを用

いる。特殊変換同様、活用形と変換前の動詞の活

用の仕方によって変換後の動詞の語尾も修正する。 
 

表３ 規則変換のルール 

 
 
４．３ 文全体の変換 
文章に対して一文ずつ取り出し変換を行って

いく。このとき必要な情報は Cabocha 解析で抽

出した文の構造、動詞の場合はどの種類の敬語・

レベルに変換するかという情報である。文を構成

している単語の品詞を確認していき、品詞が動詞

であれば特殊変換、規則変換を用いて動詞の換言

を行う。ただし、必ずしも動詞が敬語へと換言さ

れるとは限らない。主語が「非人間」となってい

るものに対して換言を行わず、それ以外の動詞で

も換言を行わない場合がある。以下に変換しない

動詞について説明する。 
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a.動詞の種類が「非自立動詞」の場合 
  その動詞のみで文節を構成することができな

い「非自立動詞」については変換を行わない。 
例５：仕事してきた(きた＝非自立動詞) 

b.文構造が「自立動詞」+「自立動詞」の場合 
  動詞が２つ続いて意味を持つ場合もあり、こ

のような場合、前の「自立動詞」の変換は行わ

ない。 
例６：言い添える、取り急ぐ 

c.助詞「連体化」、助動詞「体言接続」が付随し

ている動詞の場合 
  動詞が名詞に係り、一つの意味を持つ名詞と

なるので変換は行わない。 
例７：励ましの言葉、動きそうな絵 

 動詞が変換された場合、変換前の動詞の活用形

が「未然形」、「連用形」、「仮定形」と「命令形」

のいずれであるかにより、語尾を変化させる。ま

た、一文の動詞全てが変換され、文末まで処理が

終ったら、文末を丁寧語表記に変換を行う。この

作業を文がなくなるまで繰り返す。 

４．４ 名詞の変換 
 ビジネスの場でよく使われる名詞をいくつか抜

粋したものをリスト化し、文中にリスト中の名詞

があれば、変換を行う。 
表４ ビジネスでよく使われる名詞(一部) 

 
名詞の変換については以下の規則を用いる。 

●名詞＋「は」「が」「も」の場合 
（助詞が主格の場合） 

係り先の動詞節が 
・尊敬語に変換された場合→尊敬表現に変換 
・謙譲,丁重語に変換された場合→謙譲表現に変換 
 
●名詞＋「の」「に」「へ」等の場合 

（助詞が所有・目的格の場合） 
係り先の動詞節が 
・尊敬語に変換された場合→謙譲表現に変換 
・謙譲,丁重語に変換された場合→尊敬表現に変換 
 
５ 評価実験 
 本システムの有効性を検証するため、主語補完

実験とアンケートによる評価実験を行った。 
５．１ 主語補完の実験 
 予め用意してある実験用データから、無作為に

選んだ 26 の文章（主語省略箇所が 100 箇所）を

システムに入力し、システムが補完した主語の精

度を測る。その結果、省略箇所 100 個の内 77 個

が正しく補完できた。 
 

５．２ アンケートによる評価 
 本研究に関わっていない 5 人にアンケートを受

けてもらった。実験データから無作為に１０の文

章を選び、それらをシステムに入力し、敬語表現

へ換言した。変換前の文章と変換後の文章を被験

者に提示し、○・×・△の 3 段階での評価をして

もらった。評価はそれぞれ 
○→変換が正しく行われており自然な文章 
×→変換が正しく行われておらず不自然な文章 
△→どちらともいえないが許容範囲内の文章 

となっている。○は 2、△は 1、×は 0 とした時

の平均値を求めたところ、平均値は 1.32 という数

値が出た。 
 
５．３ 考察 
 主語補完の実験でもアンケートによる評価実験

でも、一定の成果を出すことが出来たが、まだま

だ改善の余地はあると考えられる。より細かい規

則や条件を追加することにより、更なる精度の向

上が期待できる。 
 
６ おわりに 
 本研究では、文章を敬語表現へと変換し、ビジ

ネスの場で文書のやり取りを支援するシステムを

構築した。係り受け解析を導入することにより、

動詞ごとに主語を取得できるようにした。また文

中に省略されている主語の補完も試みた。しかし

実際の日本語文においては主語が省略されている

ことが多く、現状の補完手法ではすべての場合に

対応し切れない。今後は主語補完の手法をさらに

拡張し、より正確で実用性の高いシステムを構築

していきたい。 
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